
令和２年度 つうしんぼ令和４年度 つうしんぼ

衛生費
26億4,939万円
（11.0％）

歳出合計
239億
9,106万円

歳入合計
247億
7,643万円

令和元年度

決算 歳出決算額 239億9,106万円

令和４年度

決算
歳入決算額 247億7,643万円一般会計

繰入金  8億9,534万円（3.6％）

分担金及び負担金、使用料及び手数料  5億5,146万円（2.2％）

繰越金  6億6,972万円（2.7％）

諸収入ほか  4億4,816万円（1.8％）

国庫支出金
47億305万円（19.0％）

地方交付税
23億4,078万円
（9.4％）

市債
17億5,940万円
（7.1％）

地方消費税交付金
12億7,285万円（5.2％）

県支出金
13億1,887万円（5.3％）

地方譲与税ほか
6億7,295万円（2.7％）

種　類 決算額

合　計

市税の内訳

　33億6,315万円
　54億8,860万円
1億8,642万円
3億5,723万円

272万円
7億4,573万円

101億4,385万円

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
入湯税
都市計画税

　歳入は、前年度より約３億９千万円減少した247億7,643万円となりました。
　地方財政の自主性を確保する自主財源は、市税収入が約１億５千万円、繰入金が約2億9千万円の増となったほか、
前年度繰越金が約１億5千万円、諸収入ほかに含まれる寄附金が約8千万円の増となり、前年度より約4億7千万円増加
し、構成比は歳入全体の51.3パーセントとなりました。
　依存財源については、国庫支出金は、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症対策における子育て世帯臨時特別給
付金や住民税非課税世帯臨時特別給付金に係る補助金の給付があったものの約4億 6千万円の減、市債は約5億 5千万
円の減、地方交付税は約2億 8千万円の増となったことで、前年度より約 8億 6千万円減少となり、構成比は歳入全体の
48.7パーセントとなりました。

　歳出は、前年度より約４千万円増でほほ横ばいの239億9,106万円となりました。
　目的別でみると、土木費は亀山駅周辺整備事業の増などで約７億２千万円、商工費は経済支援対策事業の増などで
約３億１千万円の増、教育費は図書館整備事業の増などで約２億７千万円の増となりましたが、民生費は子育て世帯
臨時特別給付金給付事業、住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業などの減により約７億１千万円の減、総務費
は、前年度は普通交付税の追加交付に伴う減債基金への積立があったことや退職手当の減に伴う一般職員人件費の減
などにより約５億円の減となったことなどが主な要因です。

自主財源
51.3%

依存財源
48.7%

市税
101億4,385万円（41.0％）

民生費
77億2,124万円
（32.2％）

教育費  31億9,060万円（13.3％）

土木費 
36億352万円
（15.0％）

総務費
21億6,961万円
（9.1％）

公債費
19億6,125万円
（8.2％）

消防費
9億1,589万円（3.8％）

農林水産業費  7億5,191万円（3.1％）

商工費  7億4,399万円（3.1％） 議会費  2億2,315万円（0.9％）
その他
6,051万円（0.3％）

　一般会計の歳入は247億7,643万円、歳出
は239億9,106万円、歳入歳出差引額は７億
8,537万円となり、翌年度に繰り越す財源を
控除した実質収支額は６億9,426万円となり
ました。

　令和４年度の一般会計、特別会計、企業会計の決算が、市議会で認定
されました。
　令和４年度は、行政経営の重点方針を踏まえ、第２次総合計画後期基
本計画の初年度として、組織機構改革による推進体制の強化を図るとと
もに、事業の「選択と集中」により、限られた財源の有効かつ適切な活用
に努め、新型コロナウイルス感染症への的確な対応とポストコロナ社会
における、持続可能な行財政運営に取り組みました。
　「令和４年度つうしんぼ」では、皆さんに納めていただいた税金や国・
県支出金がいくらで、どのように使われたのか、また市の財政状況はど
うなっているのか、詳しくお伝えします。

●歳出額を市民1人当たりに換算すると　48万6,713円
民生費

15万6,643円
衛生費

5万3,749円
公債費

3万9,788円
総務費

4万4,015円
土木費

7万3,106円

商工費
1万5,094円

議会費
4,527円

●歳入額を市民1人当たりに換算すると　50万2,646円　　

※市民１人当たりの歳入および歳出額は、令和5年4月1日現在の人口（49,292人）で計算しています。

その他の収入
4万843円

・繰入金
・繰越金
・諸収入
・財産収入
・寄附金

市債（借入金）
3万5,693円

市税などの収入
30万3,942円

（対前年度比　約4,368万円の増）

（対前年度比　約3億9,066万円の減）

歳入の内訳 歳出の内訳（目的別）
用語の解説　
〇民生費…各種福祉事業に使った費用
〇教育費…学校教育や社会教育など
　に使った費用
〇土木費…道路やまちづくりなどに
　使った費用
〇総務費…地域振興や一般事務などに
　使った費用
〇衛生費…市民の健康管理やごみ処
　理に使った費用
〇公債費…借入金返済や利子支払い
　に使った費用
〇消防費…消防施設や消防団運営に
　使った費用
〇農林水産業費…農業や林業の振興
　に使った費用
〇商工費…観光や商工業の振興に使っ
　た費用
〇議会費…市議会の運営に使った費用
〇その他…勤労者の支援、災害復旧な
　どに使った費用

教育費
6万4,729円

国からの収入
9万5,412円

県からの収入
2万6,756円

消防費
１万8,581円

その他
1,228円

・労働費
・災害復旧費

実質収支額  6億9,426万円

農林水産業費
1万5,254円
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